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１ はじめに 

生体情報である視線データを計測するツールとし

てはFree viewなどがあるが。測定された視線データ

をデータベース化する研究は進んでいるもののオン

ライン分析処理ツール（以後OLAP）で自由に扱える

ものは調べた限り皆無であった。ところが、意思決

定支援ツールとして有名なOLAPによる分析は生体情

報分析にあまり適用されていないのが現状である。

オープンソフトウェアを利用して可能な限り低コス

トでデータウェアハウス（以後DWH）を構築しOLAPに

よる生体データの分析を支援環境の構築を行いたい。 

２ 研究の目的 

使用するデータは Free View にて測定された生体

情報の視線データを利用する。測定されたデータは、

5 分間ディスプレイ上に写る点を視線が追っていく

ことにより測定する。この実験の被験者は、3名（男

性 2 名、女性 1 名）である。このデータをデータク

レンジング作業によって DWH に格納できる形へと変

形させ、構築するためのスキーマ設計を行う。その

スキーマを使ってキューブを作成する。これにより

OLAP による分析の可能性・有効性を評価し、生体情

報の専門家の分析環境の元となるものを作ることが

目的である。 

３ OLAP 

 ３．１ DWH とは 

ＤＷＨは、集められた大量の元データを多次元デー

タベースに格納し、これを様々な角度から検索・集

計して問題点や解決策を発見する分析ツールである。 

 ３．２ OLAP とは 

データベースを多次元的に解析し、視覚化するシス

テムである。また、解析結果を必要とするエンドユ

ーザが直接分析をし、結果を得られるツールである。 

 ３．３ OLAP による DWH の構築 

今回 OLAP ツールとして、IAF consulting 社が開

発したオープンソースである OpenOLAP を使用する。 

 測定されたデータをクレンジング作業によって被

験者 3人のデータを統合し、ID を振る。また、時間

表示がないため、時間を ID により作成した。（図１） 

 

図１ 視線データのクレンジング 

 クレンジングされたデータを使い DWH を構築した。

図２の sisen_fact をファクトテーブルとし、

time_id は時間を示し、people_id は被験者の番号を

示す。 

  

図２ 視線データの DWH 図 

４ OLAP による評価 

 ４．１ 分析ツールによる評価手法 

データの時間を変化させ粒度毎の違いを表示で

きるかどうか。また、遠距離にいる研究者同士で

互いの PCに接続し同様な分析が可能か。Excel よ

りも分析しやすいツールであるかという３つのポ
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イントを評価基準と考えました。 

４.2 OLAP の主な機能 

OLAPでは作成したキューブを用い、ドリルダウ

ン・アップ、スライシング、ダイシングといった機

能を用いた多次元的な分析が可能である。                                     

図３では左のデータは一分毎の合計が右のデータ

では１/３秒毎のデータが表示されている。このよう

に粒度を変化させ、詳細にみることができる操作を

ドリルダウンという。この逆をドリルアップという。 

 

図3 ドリルダウン・アップ 

図４では赤の矢印のように「hikensya1」を

「hikensya2」に変更することにより、被験者の変更

を行うことにより、データ変化を見ることができる

操作がスライシングである。 

青の矢印のように「時間」軸と「メジャー」軸を

入れ替える操作をする。このように複雑なデータを

多次元に見るために、縦軸と横軸の入れ替えを行う

操作をダイシングという。 

 

図4 スライシング・ダイシング 

4.3  OpenOLAPによる評価 

OpenOLAPの3つの機能およびグラフ表示機能を用

い、瞳孔径Y軸の大きさ、移動速度の速さと注視時間

との関係をOLAPによる分析を行うとした場合、「時

間」は1分目に焦点を当て、一分目のみドリルダウン

させてある。 

「数値データ」は瞳孔径Yと視線速度、注視時間の

みを選択し表示させている。これらを面とし「被験

者番号」をスライシングで変化させることで被験者

１と被験者３のデータの違いの分析を行った。図５、

６のグラフ部分では、赤が瞳孔径Y、青が移動速度、

緑が注視時間を示している。 

また､これら分析はネットを介した遠距離からの

分析も可能である。 

 

図5 被験者番号１のOpenOLAPによる分析 

 

図6 被験者番号３のOpenOLAPによる分析 

５ まとめ 

本研究ではOpenOLAPを用いることで、Excelに比べ

さらに簡単な操作で分析が可能であり､専門の操作

を学ばなくてもクリック・ドラッグ＆ドロップとい

った操作で分析できる。次の研究課題として、Web上

のHP内で利用者が注視した特定フィールドの順番を

測定し、注視したパターンを抽出・分析することが

考えられる。 

今後、生体情報の専門家とのさらなる情報交換を

通じたOLAPの適用評価を行っていく必要があると考

える。 
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